







































品の受け入れが始まった明治 28年（1895）の美術工芸学校第 1期卒業作品から大正 4年（1915）の京











明治 30 年 7 月の『京都美術協会雑誌』で植物園及び動物園の設立を求める論説（注 4）が掲載され，















ある。白い桃花の木の影で休む猫の母子を描いている。翌 31年（1898）から 36年（1903）までは 58
点中 5点の動物・花鳥画が収蔵されたが，鹿，キツネ，鶏などのモチーフが選ばれている。明治 37年




し始める。明治 39年（1906）角田水哉《熊》【1】，明治 40年（1907）村上華岳《羆》【2】，明治 44年
（1911）大村廣陽《水牛》【3】，明治 45年（1912）三宅凰白《もくれん》【4】等である。 
角田水哉《熊》や村上華岳《羆》の描いたクマは，細やかな毛描き，立体感のある鼻元など，実物






















以降は激減した。明治 39 年から大正 10 年までの間で 9 割近くが動物・花鳥であったのに対し,翌年



















表現している。動物園での飼育【14】は，明治 38年（1905）から始まった（注 14）。 
同じく大正 6年（1917）稲垣仲静《豹》【15】は，異なる 3態のヒョウを描いている。立ち止まるも
の，歩き出すもの、頭を低くし様子を伺うものを異時同図的に配置し，実際にヒョウを目の前にした
ような緊張感を鑑賞者に抱かせる。ヒョウの飼育記録は明治 38 年にはすでに見られる（注 15）が，
本作の翌年に発行された『京都市紀念動物園一覧』（注 16）には，ヒョウの収容数は「一」とある。左








































































明治 13年（1880） 京都府画学校開校。 
明治 22年（1889） 京都市画学校に改称。 
明治 24年（1891） 京都市美術学校に改称。 
明治 27年（1894） 京都市美術工芸学校に改称。 
明治 34年（1901） 京都市立美術工芸学校に改称。 
明治 42年（1909） 京都市立絵画専門学校開校。 
昭和 20年（1945） 京都市立絵画専門学校を京都市立美術専門学校に改称。 
昭和 25年（1950） 京都市立美術大学開学。 
昭和 44年（1969） 京都市立芸術大学発足。 
注2 廣田孝『竹内栖鳳 近代日本画の源流』思文閣出版 平成 12年（2000），pp.183-197. 
注3 大熊敏之「近代日本の画家にとって、動物園とは何だったのか」『特別展 画家たちの動物園』
京都市動物園 平成 14年（2002） 
注4 論説「植物園及動物園」『京都美術協会雑誌』第 61 号 京都美術協会事務所 明治 30 年（1897）
7月 9日 
注5 京都市動物園では，第 2代園長・六浦徹矢旧蔵の明治 40年頃に作成された写真帖や，明治から
昭和にかけて撮影された写真を使用した絵葉書帖，昭和 2年の納涼会や昭和 33年の動物演芸の
映像，明治 38年から出版が始まった『京都市紀念動物園案内』等が所蔵されている。 




注8 京都市動物園編集委員会編『みんなの京都市動物園－京都市動物園 110 周年記念誌－』京都市
動物園 平成 25年，p.13 
 54 
 
注9 『京都市紀念動物園案内』京都市紀念動物園 明治 38年（1905），pp.18-19. 
注10 戦況の悪化と戦後の混乱のため,昭和 18 年以降の美術工芸学校卒業作品は遺されていない。京
都市立芸術大学百年史編纂委員会編『百年史 京都市立芸術大学』京都市立芸術大学 昭和 56
年（1981），pp.67-71. 
注11 京都市動物園編集委員会編『みんなの京都市動物園－京都市動物園 110 周年記念誌－』京都市
動物園 平成 25年，p.12 
注12 『京都市紀念動物園一覧』京都市紀念動物園 大正 2年（1913） 
注13 『京都市立紀念動物園一覧』京都市紀念動物園 昭和 6年（1931），p.6 
注14 『京都市紀念動物園案内』京都市紀念動物園 明治 38年（1905），p.11 
注15 『京都市紀念動物園案内』京都市紀念動物園 明治 38年（1905），p.3 
注16 『京都市紀念動物園一覧』京都市紀念動物園 大正 7年（1918），pp.34-35. 
注17 京都市動物園編集委員会編『みんなの京都市動物園－京都市動物園 110 周年記念誌－』京都市
動物園 平成 25年，p.19及び p.50 
注18 『京都市紀念動物園案内』京都市紀念動物園 明治 38年（1905），pp.8-9，p.13，p.16，pp.20-
21 
注19 京都市動物園内にある京都の森エリアの入口に設置された解説看板を参照。 
注20 京都市動物園編集委員会編『みんなの京都市動物園－京都市動物園 110 周年記念誌－』京都市
動物園 平成 25年，p.13 





表    
【京都市美術工芸学校】   
明治 30年（1897） 中西芦汀 遊糸図 ネコ 
  廣井十七吉 春風図 サギ 
明治 33年（1900） 海老名長虹 枯林蕭條 シカ 
  星野石水 鹿 シカ 
明治 34年（1901） 有友鶴城 旧都月 キツネ 




明治 36年（1903） 水島笠村 春暖 ニワトリ 
明治 37年（1904） 菅沼翠外 暁風残月 シカ 
  鈴木華陽 黄昏 ウマ 
  丹羽琢堂 春暖 ネコ 
  榊原雨村 野猪 イノシシ 
明治 38年（1905） 入江波光 春雨 キジ 
  岡本蕉雨 鶉 ウズラ 
  柴原魏象 軍鶏 シャモ 
  不動立山 牛 ウシ 
  牧互秀 鴛鴦 オシドリ 
  三戸万象 奔馬 ウマ 
明治 39年（1906） 江内春潮 鷲 ワシ 
  酒井耕月 鹿 シカ 
  里村心城 雉 キジ 
  角田水哉 熊 クマ 
  竹内鳴鳳 犬 イヌ 
  平井楳仙 角鷹 タカ 
  星野空外 狸 タヌキ 
  牧皎堂 鷲 ワシ 
  松宮芳年 狸 タヌキ 
  渡辺与平 狐 キツネ 
  山ノ内臥雲 長尾鶏 ニワトリ 
明治 40年（1907） 入江頓米 狐 キツネ 
  岡本景涯 春渓 キジ 
  芝池藤一郎 孔雀 クジャク 
  井上香峰 鶴 ツル 
  松浦舞雪 兎 ウサギ 
  榊原紫峰 軍鶏 シャモ 
  二宮一鳩 犢 仔ウシ 
  村上華岳 羆 ヒグマ 
明治 44年（1911） 大村廣陽 水牛 スイギュウ 
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  川崎南風 青いリボン ヤギ 
  川本参江 猫 ネコ 
明治 45年（1912） 岡島徹州 キンパラ キンパラ 
  佐野一星 ゆきぞら トリ 
  三宅凰白 もくれん シチメンチョウ 
大正 2年（1913） 松井冨美也 粧 クジャク 
  土屋良夫 黙 サル 
  永井泰造 霜の晨 カラス 
  中山正 猿 サル 
  森対泉 山羊 ヤギ 
大正 3年（1914） 松山致芳 真鶴 ツル 
大正 4年（1915） 福田平八郎 雨後 トリ 
大正 5年（1916） 玉城末一 幽遠 クジャク 




  前田荻邨 銃響 シカ 
  横田元太郎 曠野 ラクダ 
大正 6年（1917） 井上永悠 綿羊 ヒツジ 
  稲垣仲静 豹 ヒョウ 
  大橋三峡 あせびの花 シカ 
  長谷川菊洲 五月雨の頃 キツネ 
大正 7年（1918） 井上常太郎 雪 クマ 
  山本朋鍬 水牛 スイギュウ 
大正 8年（1919） 岡崎万相 春 ツル 
  朽木成一 菩提樹の葉蔭 シロクジャク 
大正 9年（1920） 阿部由雄 虎 トラ 
  清水六兵衞(六代) 鷲 ワシ 
  徳力富吉郎 牛 ウシ 
  吉村真慈 牝獅子と其児 ライオン 
大正 10年（1921） 井上通世 花鳥 トリ 
  上村松篁 春立つ頃 チャボ 
  麻田辨自 馬 ウマ 
  驚海旺 豚 ブタ 
大正 12年（1923） 猪田青以 初秋 ウズラ 
大正 15年（1926） 今井藤四郎 凄寥 キツネ 
  伴幸雄 藤咲く頃 シカ 
昭和 4年（1929） 林貞之助 獅子 ライオン 
昭和 5年（1930） 川勝一止 華鹿 シカ 
  沢田元幸 春風 ロバ 
昭和 6年（1931） 幸野豊一 三月盡 ヤギ 
  丸尾挙永 徒然 サル 
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昭和 7年（1932） 渋谷和 冬となり サル 
  松本伶司 雪野 イヌ 
  山本昌平 晴朝 ウサギ 
昭和 8年（1933） 福井源造 春日野の春 シカ 
  曲子光男 深秋 キツネ 
昭和 9年（1934） 林正広 晴日 ウシ 
  山中信夫 母子 ウシ 
昭和 11年（1936） 河戸一男 童心 イヌ 
  小西寿生 東風 イヌ 
  山村光雄 秋響 シカ 
昭和 15年（1940） 三宅篁治 牛舎 ウシ 
昭和 17年（1942） 松田行雄 ポプラ ウシ 
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